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2011年度新入社員スコア特集

2011年度大卒新入社員のTOEICスコアが出揃い
ました。
近年、厳しい経済状況が続く中でも企業では将来
を担う人材の確保に取り組んでいます。特にグロー
バル人材の育成を課題とし、英語力の向上などに
注力する企業が多くあります。そうした中、今年度
は実施企業数が過去最高の954社となりました。
平均点も昨年度より９点上昇し、過去最高の494
点を記録しています。受験者数は昨年度より増加
して38,473人でした。
今号では、2011年度の新入社員データを用いて、
今年度の傾向とスコアの動向をご紹介します。
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英語力の必要性の高まりで
実施企業数は954社、

スコアは494点と過去最高に
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※パーセント数値（P2～4、8～10）は、小数点以下第2位を四捨五入しています
※トータルスコアにおける各数値は実際値であり、リスニングスコアとリーディングスコアを単純に合計したものではありません

0

【資料2】 製造業／非製造業別比較

業　種 人数

27,535

10,938

L ％

製造業

非製造業

R T C

266

283

218

234

485

517

12,809

5,784

46.5

52.9

　2011年度は受験者数、実施企業数、平均スコアともに前年
度を上回りました。中でも実施企業数は954社と、過去最高を
記録。これは国内の市場規模が縮小傾向にある中で、新興国
を含めた海外市場を重視し、グローバルに活躍できる人材を
求める企業の増加が背景にあると考えられます。こうしたことか
ら、企業では英語力の向上に向け、内定者や新入社員に
TOEICテストを実施するなどして、早期から英語学習へと向か
わせるように取り組んでいることがうかがえます。
　また、今年度は平均スコアも過去最高の494点（リスニング
271点、リーディング223点）を記録しました。
　大学では、企業ニーズに対応して英語カリキュラムの充実を

図るとともに、学生のキャリア形成やスキルアップへの意識を
高めるなど、グローバルに活躍できる人材の育成に取り組んで
います。そうした大学での取り組みや、企業の厳選採用などに
より、平均スコアは上昇傾向にあります。今年度はCレベル以
上の受験者数の全体比も48.3％（前年度46.0％）と過去最高に
達し、半数以上の業種でCレベル以上の割合が50％を超えま
した。約７割の業界で平均スコアが前年度を上回っています。
　来年度の採用は、業績回復や事業拡大によって大企業など
では微増するとの見方もある一方で、引き続き厳選採用の傾
向は高く、今後も新入社員の人材の質と併せてグローバルに
活躍できる高い英語力が求められていくと考えられます。

今年度の傾向とスコアの動向
2～3ページに掲載された各資料の2011年度大卒新入社員

データは、新入社員の受験が多いと考えられる2010年10月
１日から12月31日（内定者対象）、2011年4月1日から6月30日
（新入社員対象）にTOEICテストを実施した企業のデータを集
計したものです。
【資料１】の2回受験実施企業とは、企業が同一年度の新入社
員に対して、上記2つの期間の両方にTOEICテストを実施したこ
とを意味します。
【資料１～3】の記号は【L＝Listening】【R＝Reading】【T＝Total】
を意味し、それぞれの平均スコアを掲載しています。【C】は【Cレ
ベル以上＝TOE ICスコア470点以上の受験者数】、つまり 
（財）国際ビジネスコミュニケーション協会が定める「TOEICスコ
アとコミュニケーション能力レベルとの相関表」の“Cレベル”
以上の受験者数を表しています。この“Cレベル”とは「日常生活
のニーズを充足し、限定された範囲内では業務上のコミュニ
ケーションができる」能力を有することを示しています。 【％】は
【Cレベル以上の受験者の全体比】を意味します。

資料の読み方

【資料４】 スコア分布
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【資料3】 業種別平均スコア・Cレベル以上の受験者比率

実施企業数 受験者数

2回受験実施企業数 平均スコア

【資料1】 TOEIC®テスト受験者と実施企業数の推移

33376.2 その他 42 287 621

36283.5 公共団体 115 330 693

27753.4 政府機関 466 243 521

27047.1 サービス 4,054 218 488

32068.1 マスメディア 285 270 590

25142.7 電気・ガス1,019 203 453

29054.5 運輸 908 227 517

31174.7 不動産 79 277 588

28152.2 証券・保険 1,543 233 514

27648.3 金融 1,183 229 505

26342.3 小売業 182 217 480

35681.1 商社 1,062 311 667

26242.3 その他製造 997 209 471

27351.4 精密機器 1,101 230 503

27952.3 車両 3,402 232 511

29366.8 造船 590 259 552

26142.7 電機 10,076 210 470

25641.4 機械 2,608 205 461

27756.3 非鉄金属 778 238 516

29361.4 鉄鋼 1,211 256 549

28055.8 窯業 496 240 520

27450.6 石油 706 229 504

24236.6 薬品 700 195 438

27352.0 化学 2,201 229 503

26549.9 繊維・紙 545 224 489

26541.8 食品 864 210 475

23730.0 建設 1,136 181 418

30363.2 鉱業 87 263 565

25443.2 水産・農林 37 202 457

4,605（12.0％）
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【資料3】 業種別平均スコア・Cレベル以上の受験者比率
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Listening 　　Reading

業種別受験者数と平均スコア※

技術
137,716人
（26.6％）

無回答
141,358人
（27.3％）

営業
46,669人
（9.0％）

SE
33,326人
（6.4％）

研究
33,080人
（6.4％）

製造
29,082人
（5.6％）

事務  　  20,992人（4.1％）
企画  　  13,626人（2.6％）

財務  2,291人（0.4％）
経営  2,929人（0.6％）

広報  1,245人（0.2％）

マーケティング  5,178人（1.0％）
海外           3,887人（0.8％）

教育  3,576人（0.7％）

経理  　  10,065人（1.9％）
現場作業   9,670人（1.9％）

法務  3,103人（0.6％）

人事  6,727人（1.3％）
購買  6,669人（1.3％）

総務           5,725人（1.1％）

516,914人516,914人

職種別受験者数※ 職種別平均スコア※

経営
総務
経理
人事
企画
海外
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事務
営業
技術
製造
研究
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マーケティング
SE
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財務
教育
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270 487

461

310

313

291

318

330

288

419

542

216 377

253 455

243

265

206

243

204

233

247

318

217

219

217

261

259

233

284

304

254

161

202

176

571

572

524

602

634

685

※TOEIC テスト、TOEIC SW テスト 『DATA & ANALYSIS 2010』より
『TOEICテスト DATA & ANALYSIS』、『TOEIC SWテスト DATA＆ ANALYSIS』は、各年度の公開テスト・団体特別受験制度（IP：Institutional 
Program）データを紹介したものです。

TOEIC® テスト

TOEIC® スピーキングテスト/ライティングテスト

（人数）
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Speaking 　　Writing

（15）（15） （189）（189） （15）（29） （5）（5） （1）（1） （92）（93） （297）（297） （1,042）（753） （6）（6） （27）（27） （24）（24） （6）（6） （116）（123） （8）（8） （231）（231） （51）（51）（11）（11）（57）（57）
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（0）（24）

119.6
99.3

108.7

133.9 140.7 138.0
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129.6

車
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111.4 119.3
121.9 127.2

38.3

134.7 132.8
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110.0

141.3 135.6

50.0
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不
動
産

（27）（27）

101.1

123.0
113.3

146.7
130.0 132.5

マ
ス
メ
ディ
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（18）（18）

146.7 151.1

127.2
140.9 138.5

119.8
136.3 141.3 145.0 136.3134.8137.1

146.4
161.7

126.3
143.0

IP テスト実施実績がない業種は省略

業種別受験者数と平均スコア※

上記資料については、公式サイト（http://www.toeic.or.jp）各テストの「公式データ・資料」でもご紹介しています。

参考資料

2010年度 IPテスト＜企業・団体＞データ
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新入社員の 2 週間の集合研修で異文化体験

Interview

グローバル化が進む中
2013年度より新卒採用の基準に
TOEIC®スコア730点を設定

武田薬品工業株式会社は、日本の製薬業界において売上高第１位を誇る企業です。また同社は世界各国
に拠点をもち、医療用医薬品売上高の海外売上高比率は５割強です。グローバル企業として海外でも存
在感を高めている同社では、2013年度より新卒採用（国内営業と工場勤務者を除く）の応募条件に
TOEIC730点以上という基準を設けました。この基準設定やグローバル人材の育成、英語教育について
人事部（人材開発）シニアマネジャーの髙橋潤さんと人事部（人材開発）の吉田美穂さんにお話を伺いました。

武田薬品工業株式会社

研究開発型の企業としてグローバルに事業を展開
英語力の必要性がいっそう高まる

——最初に、御社のグローバル化の現状から教え
てください。
髙橋：当社は「優れた医薬品の創出を通じて人々
の健康と医療の未来に貢献する」という経営理念
のもと、新薬を創出し、世界中の人々にお届けす
るために日々事業活動に取り組んでいます。
　現在、進出拠点は世界28カ国あり、世界市場の
約90%をカバーしています。売上高比率は海外が
国内を上回り、海外の従業員数は全体の約半分を
占めています。

——そのようにグローバル化が進む中、2013年度
から新卒採用にTOEIC スコア730点を設定されま
した。その背景にあるお考えを教えてください。
髙橋：当社では国際競争力のある人材の強化のた
めに、2008年度から外国人研究者や留学生の採用
をスタートしています。一方、それ以外の採用に
ついては、入社時の英語力は条件とせず、入社後
に伸ばしてもらうことを基本としてきました。
　しかし、当社が成長していくには新興国も含め
た海外市場での展開をより強化していくことが必
要です。そのためには、国際競争力のある人材が
欠かせません。
　こうしたことを背景に、2013年度より新卒採用
者（国内営業と工場勤務者を除く）には TOEIC730
点以上の英語力を求めることにしました。
　当社では昇進・昇格要件などに英語力の基準を

設けていませんので、英語力を条件とするのはこ
れが初めてとなります。

——社員の方々の反応はいかがですか？
髙橋：「とうとうきたか」というのが正直な感想で
はないでしょうか。
　当社では役員の 2 割が外国人で、研究および開
発部門をはじめ複数の部門にも外国人のトップが
おり、外国人の採用も積極的に行っています。日
本語が話せない社員がいれば、会議での発言や書
類、メールなどすべて英語を使用しており、ある
程度英語でコミュニケーションがとれないと仕事
に支障をきたすという状況になっています。
　今年 5 月に当社はスイスのチューリッヒに本社
をおくナイコメッドの買収を発表しましたが、海
外企業の M&A が行われたり、外国籍の社員を社
内で見かける機会が増えたりしていますので、英
語が必要だと感じている社員は多く、TOEIC730
点という設定も戸惑いながらも当然の流れだと受
け止めているようです。
　新卒採用での英語力の基準設定は、現社員に対
しても、会社のグローバル化への方向性を強く意
識づけるきっかけになっていると思います。

——御社では、新入社員に対してどのような研修
を行っているのでしょうか。
吉田：新入社員全員を対象にした集合研修を 2 週
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武田薬品工業株式会社
人事部（人材開発） シニアマネジャー
髙橋 潤さん

間行い、その後部門別に専門教育研修を実施して
います。
　集合研修では、学生から社会人へのマインドセッ
ト、そしてタケダの社員としての心構えなどを教
育しています。
　また、取り組みの１つとしてグループワークを
実施しています。少人数のグループを編成し、今
年は「タケダが大切にしている『誠実』とは何か
を自分たちの言葉で表現する」をテーマに、グルー
プでディスカッションを重ねた後、プレゼンテー
ション形式で発表をしてもらいました。
　新卒者は高卒から院卒まで幅広い年齢構成で、
さらには留学経験者、帰国子女、外国人もいます。
バックグラウンドの異なる者同士が１つの課題に
取り組むこの活動は、多くの社員にとって異文化
に初めて触れる機会となっているのではないかと
思います。自分の意思を伝えながら相手の意図も
汲み取って、１つのことをまとめ上げていくこと
を通して、グローバルな環境の中で働くとはどう
いうことかを早い時期から少しでも体験してもら
いたいと思っています。
　新入社員の約１割が帰国子女や外国人など日本
語が苦手な社員のため、グループワークでは、一
生懸命に通訳する日本人社員の姿も見られました。

——新入社員の集合研修の中で英語力については
どのように取り組んでいるのでしょうか？
吉田：集合研修は 2 週間という短い期間ですので、
直接英語を指導するというよりも、会社の目指す

方向性などを説明する中で、英語力の必要性にも
触れて意識を向けさせるようにしています。
　また、昼休みや夕方に外国人社員と英語で会話
ができる機会を設けて、社内で英語を使うことが
日常であることを体験してもらうようにもしてい
ます。今年度の新入社員は非常に積極的で、「外国
人と話すのは初めてです」と言って楽しそうに話
しかけている姿なども見られました。
　当社では、英語力は自ら学び向上させてほしい
と考えています。そのため、新入社員研修では英
語学習法のセミナーも取り入れています。
　また、新入社員を対象とした TOEIC テストを 4
月に実施し、自分の英語力の把握や今後の学習に
役立ててもらっています。受験は希望制ですが、
外国人などを除きほぼ全員が受験しており、受験
率は98%となっています。

——社員の方々の英語学習は、どのようにサポー
トされているのでしょうか。
吉田：早期にレベルアップが必要な社員には、基
礎力養成や、スピーキング、ビジネスライティン
グなど、分野別の目的に沿った英語力強化研修を
行っています。また、ビジネススキル研修でも、
英語でのネゴシエーションやプレゼンテーション
を学ぶような内容を取り入れています。
　そのほか自発的に英語を学習するためのサポー

英語研修や異文化理解研修などを設置
TOEIC テストを年 2 回社内で実施

武田薬品工業株式会社
人事部（人材開発）
吉田美穂さん
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トとして、e-learning、通信講座の受講料補助、英
会話学校の紹介を行っています。
　加えて、自分の英語力の現状を知り学習に役立
ててもらうために、希望者に対して TOEIC テスト
を実施しています。全国４カ所に受験会場を設け、
７月と12月の年 2 回受験機会を提供しています。
これらの受験会場が近くにない社員に対しては公
開テストの受験も認めており、年 1 回は会社が受
験料を全額負担しています。
　最近は英語力への危機感を感じる社員が増えて
おり、TOEIC テストの申込みも増加しています。
髙橋：TOEIC スコアは希望すれば人事情報として
登録ができるようにしています。スコアは社内公
募による異動のときの英語力の目安や、英語研修、
海外研修に参加する際の目安として活用しています。

——グローバル化へ対応するために、他にはどの
ような教育に取り組まれているのでしょうか。
吉田：課題別研修として異文化理解研修を行った
り、新入社員研修やリーダー育成のプログラムな
どの研修でも異文化コミュニケーションの内容を
取り入れています。
　異文化理解研修には海外のマナーを学ぶ研修も
ありますが、異文化というのは海外に行く人だけ
が関わる問題ではありません。国内にいても、異
文化コミュニケーションが求められる環境になっ
てきていますので、そうした感覚もできるだけ啓
発していきたいと考えています。

——どのような内容を行っているのでしょうか。
吉田：例えば、10分程度のロールプレイを通して、
日本人の社員同士でも簡単に壁ができてしまうこ
とを体験してもらい、次に異文化を拒否するので
はなく、どうやってコミュニケーションをとって
いったらよいのかを考えるような内容を取り入れ
ています。表面的には分からなくとも価値観やそ
の人の背景などを掘り下げていくと共通した部分
が見えてきますので、それを見つけてコミュニケー
ションしていくことを大きなコンセプトとして、
相手を知り自分を知ってもらうとはどういうこと
なのかを理解させるような研修をしています。
　異なるバックグラウンドの相手を理解するには、
自分の軸をもっていることが大切です。自分の軸
をもち、相手とコミュニケーションをとっていく
ことを実際に体験しながら学んでもらっています。

——グローバルリーダーの育成にはどのような取
り組みをされているのでしょうか。
髙橋：当社では、国籍・性別など多様な人材が自
分のスキルを最大限発揮していけるようにマネジ
メントできるリーダーが必要だと考え、そのため
の研修を行っています。
　2004年度から、日本の本社の社員を対象に選抜
型のグローバルリーダー育成研修を行っています。
期間は８カ月程度で、経営の基礎を習得するとと
もに、「タケダイズム」を軸としたグローバルリー
ダーについて深く掘り下げていくような研修を
行っています。
　そして2007年度からは、日本の社員だけでなく、
海外の販社など関連会社から従業員を選抜し、グ
ロ ー バ ル リ ー ダ ー 育 成 プ ロ グ ラ ム「Takeda 
Leadership Institute（TLI）」をスタートさせました。
これはフランスのビジネススクール INSEAD と提
携したプログラムです。約８カ月間ビジネススクー
ルのプログラムを中心に経営学を学ぶほか、さま
ざまな所属や国籍の 4 ～ 6 人のグループごとに与
えられた課題で提言をまとめ、最後に経営幹部へ
のプレゼンテーションを行います。受講者は年間
30人程度で、そのうち日本人は約３分の１です。

——最後に、グローバル化が進む御社で活躍する
ために、英語力などのスキル以外で学生に取り組
んでもらいたいと望まれることを教えてください。
吉田：自分が普段からどういう考えを大切にし、
どういった人間かを常に自分に問い続けてほしい
と思います。それらを考える中で、自分の強みを
知り、自分が会社に貢献できるものはこれだ、と
いうものをもってもらうことを期待しています。
　また、若いときにしか経験できないこともあり
ますので、新しいことに挑戦してもらいたいと思
います。その経験が社会人となったときいろいろ
な場面で生きてくると思います。
髙橋：当社ではダイバーシティを積極的に推進し
ています。国籍や性別など多様な人材と協力して
最大のパフォーマンスをあげていくためには、相
手の意見を尊重し、そこからいろいろなものを吸
収していくことが必要ですが、その際に自分の軸
をしっかりともっていることが大切です。ますま
すグローバル化が加速し、多様化する環境の中で、
ぶれない自分の軸をもち、最大限に力を発揮でき
る人材を当社では求めています。
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『TOEIC®大学就職課調査』
『上場企業における英語活用実態調査』-2011年

ここでは、「TOEIC大学就職課調査-2011年」、「上場企業における英語活用実態調査-2011年」より、
調査結果の一部をご紹介します。

■3年前と比較した英語コミュニケーション能力の必要性

【上場企業調査】

■業務での英語の利用

企業の84.5％が業務で英語を使用。「英語を使用する部署・部
門がある」の割合を製造業／非製造業別に見ると、製造業
56.9％に対して非製造業36.1％と差が見られます。

英語使用企業のうち、69.8％の企業が英語コミュニケーション
能力の必要性が３年前に比べて高まったと回答。スピーキング
やリスニングの必要性が増し、研修でも重点が置かれています。

（n=329）

英語を使用する
部署・部門がある

47.1％特定の部署・部門
はないが、英語を
使用することがある

36.8％

社内公用語が
英語である

0.6％英語は一切
使用しない

15.5％

（n=278）

非常に高まった

24.8％

やや高まった

45.0％

変わらない

25.9％

無回答 4.3％

■採用時にTOEICスコアを参考にするか

（n=278）

参考にしている

28.4％

参考にすることがある

49.3％

参考にしていないが、
将来はそうしたい

7.6％

無回答 6.8％

参考にしていないし、
今後もその予定はない

7.9％

※「参考にしている」
「参考にすることが
ある」と回答した企
業の平均

採用時期待
スコア（平均）※

新入社員 550点
中途採用社員 600点

■TOEICスコアを配属・配転の参考にするか

（n=278）

参考にしている

16.2％

参考にすることがある

51.8％

参考にしていないが、
将来はそうしたい

16.9％

参考にしていないし、
今後もその予定はない

11.2％

無回答 4.0％

■TOEICスコアを昇進・昇格の要件にしているか

（n=278）

要件にしている

16.9％

要件にしていないが、
将来はそうしたい

30.6％
※「要件にしている」
と回答した企業の
平均

無回答 3.2％

要件にしていないし、
今後もその予定はない

49.3％

昇進・昇格
要件スコア
（平均）※

部長 520点
課長 525点
係長 530点
主任 470点

社員採用と英語コミュニケーション能力

英語使用状況

入社希望者が「資格・特技」として提出した TOEIC スコアを
77.7％の企業が参考にしています。新入社員に期待する TOEIC
スコアは平均550点、中途採用社員では平均600点です。大卒
新入社員の平均スコアの実績、494点（2011年度）に比べて高い
スコアが求められていることが分かります。

TOEIC スコアを配属･配転の参考にしている企業は68.0％、昇
進・昇格の要件に用いている企業が16.9％あります。
そのほか、スコアは海外出張者の選抜（25.5％）、海外赴任者の
選抜（30.6％）に利用されています。

TOEICスコアの利用
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■グローバル人材育成の重要性

社員を世界で活躍できるグローバル人材として育成することに
ついて重要だと考えている企業は94.6％です。「重要である」
の割合が高い業種は、「輸送機器･関連機器」（81.8％）、「電機・
精密機械」（81.6％）となっています。

（n=278）

重要である

68.0％

やや重要である

26.6％

重要でない 0.7％ 無回答 1.4％
あまり重要でない

3.2％

■グローバル人材に必要な能力（３つ選択）

（n=278）

英語コミュニケーション能力
異文化理解力

実行力
リーダーシップ

主体性
論理的思考力
戦略的思考力

チームワーク力
英語以外の外国語コミュニケーション能力

働きかけ力
課題発見力

創造力
計画力
独創性
その他

わからない
無回答

78.4％
40.6％

31.3％
27.3％
25.5％
21.9％

13.3％

7.9％
6.8％

1.8％
1.1％

0.7％
2.2％

3.6％
0.4％

8.3％
12.9％

0　  10　 20　 30　 40　 50　 60　 70　 80　 90

グローバル人材に必要な能力の１つとして、78.4％の企業が「英
語コミュニケーション能力」をあげています。

■高度外国人材の雇用と理由（理由は複数回答）

（n=278）

現在雇用している

50.7％

雇用を検討している

6.5％

無回答 3.2％

過去に雇用していたが
現在は雇用していない

8.6％

過去に雇用しようと試みたが、
雇用には至らなかった

3.2％

雇用を検討した
ことはない

27.7％

企業の50.7％が日本国内において高度外国人材※を雇用してい
ます。「現在雇用している」企業の雇用理由を見ると、「国籍に
関係なく優秀な人材を確保するため」「事業の国際化に資する
ため」が上位を占めています。

（n=141）

国籍に関係なく優秀な人材を確保するため
事業の国際化に資するため

職務上、外国語の使用が必要なため
日本人社員への刺激・社内活性化のため
外国人ならではの感性・発想を取り入れるため
異文化・多様性への理解力向上のため
外国人の方が人件費コストを低く抑えられるため
日本人では高度な人材が集まらないため

その他
特に理由はない

71.6％

60.3％

27.0％

16.3％

13.5％

8.5％

2.1％

1.4％

0.7％

1.4％

0　  10　 20　 30　 40　 50　 60　 70　 80

グローバル人材育成

■社員の英語コミュニケーション能力向上への意欲

社員の英語コミュニケーション能力向上を希望する企業は91.7％
に上ります。「切実に向上させたい」が特に高い業種は「石油・石炭・
ゴム」（50.0％）、「化学・薬品」（45.8％）で、非製造業よりも製造業
において、また従業員規模が大きい企業で要望が高いようです。

（n=278）

切実に
向上させたい

27.0％

向上させたい

64.7％

現状でよい 7.9％

無回答 0.4％

英語研修

なお、2011年度新入社員に占める高度外国人材の割合は4.2％
となっています。
※ここでは日本の国籍を有しない者で教育レベルが大卒以上の者、あるいは

在留資格が「研究」「技術」「人文知識・国際業務」の者

■英語研修の内容（複数回答）

企業の66.5％がさまざまな英語研修を実施しています。英語研
修を実施している企業のうち、研修受講者の延べ人数が前年度
に比べて「増加した」企業は38.4％でした。「鉄・非金属・窯業」「一
般機械製造」などの業種で特に増加が見られています。

（n=278）

研修機関からの講師派遣による社内研修

通信教育

社員を研修機関へ派遣

e-Learning

自社講師による社内研修

その他

英語研修は実施していない

43.9％

37.8％

25.5％

7.2％

7.6％

33.5％

15.1％

0　     10　    20　     30　     40　    50　     60
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■英語コミュニケーション能力向上への意向

（n=356）

切実に向上させたい

12.9％

向上させたい

63.8％

無回答 5.6％

現状でよい

17.7％

■英語コミュニケーション能力向上の課題（２つ選択）

（n=273）

日常必要としない学生に
能力向上の動機づけが難しい

学生の英語学習へのモチベーションを維持できない

各自のレベルに合った学習方法を提供できない

履修希望者に対して教員の確保が追いつかない

語学教育施設が不足している

その他

課題はない

無回答

70.3％

50.2

30.4％

3.7％

2.2％

6.6％

1.5％

3.7％

0　  10　 20　 30　 40　 50　 60　 70　 80

就職活動における英語の必要性
【大学就職課調査】

■グローバル人材育成の重要性

学生を世界で活躍できるグローバル人材として育成することに
ついて重要だと回答している大学は79.2％です。企業と同様に、
大学でも育成の必要性を感じていることが分かります。

（n=356）

重要である

46.6％
やや重要である

32.6％

重要ではない 2.8％

無回答 4.8％

あまり重要ではない

13.2％

■グローバル人材に必要な能力（3つ選択）

（n=356）

英語コミュニケーション能力
異文化理解力

実行力
主体性

チームワーク力
英語以外の外国語コミュニケーション能力

論理的思考力
課題発見力

リーダーシップ
戦略的思考力

創造力
働きかけ力

計画力
独創性
その他

わからない
無回答

75.8％43.0％
35.7％
35.4％

16.3％
12.9％
12.9％

6.7％
6.5％
5.1％
3.1％

0.3％
5.9％

2.5％
0.6％

7.9％
9.3％

0　  　    20　 　      40　 　      60　 　      80

グローバル人材に必要な能力の１つとして、大学の75.8％が英
語コミュニケーション能力をあげています。

「TOEIC 大学就職課調査 - 2011年」「上場企業における英語活用
実態調査 -2011年」は、（財）国際ビジネスコミュニケーション協会
が2011年 1月に国内の四年制大学・短期大学の就職課1,159校（大
学761校、短大398校）と、国内の上場企業全社（3,712社）の人事
部門に対して実施したアンケート調査です。
調査方法：質問紙郵送法
有効回答数：大学 356校
　　　　　　上場企業 329社（うち英語使用企業278社）
同調査報告書については、TOEIC テスト公式サイト（http://www.
toeic.or.jp/toeic/）「公式データ・資料」にてご紹介しています。

■グローバル人材育成を意識した教育プログラム（複数回答）
グローバル人材育成を意識した教育を「全学である」（35.7％）、「一
部の学部・学科である」（35.4％）と回答した大学において、グロー
バル人材育成を意識した教育プログラムとしては、「海外留学」「異
文化交流」「英語以外の外国語教育」が多くあげられています。

海外留学

異文化交流

英語以外の外国語教育

英語のみで行う英語授業

TOEIC受験の義務化

海外インターンシップ

英語のみで行う英語以外の授業

海外ボランティア

リーダー養成プログラム

その他

無回答

63.6％

0.5％
1.8％

四大（n=195）
短大（n=55）

14.5％
11.3％

9.1％
13.3％

5.5％
19.0％

36.4％
46.7％

49.1％
61.5％

41.8％

43.6％
59.5％

5.5％
26.2％

7.3％
25.6％

0.0％
6.2％

0　   10　   20　   30　   40　   50　   60　   70

就職活動における英語の必要性を認識している大学は73.8％に
上ります。そのため、学生のコミュニケーション能力を現状より
も向上させたいと考えている大学が76.7％を占めています。

英語コミュニケーション能力向上の課題と考えられているのは、
「日常必要としない学生への動機づけ」、「モチベーションの維
持」、「レベルに合った学習方法」などです。

グローバル人材育成
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平均スコア※4

35010 400 450 500 550 600 650 700 750 800 850 900 950 990

18017016015014013012011010090807010 20 30 40 50 60 200190

企業が期待する
TOEICスコア※1

企業が期待する
スコア※3

TOEIC
スピーキングテスト

平均スコア※2

海外部門 655-850

海外出張 505-730

海外赴任 635-800

営業部門 525-745

技術部門 515-725

高度外国人材の新入社員 530-820

中途採用社員 490-710

新入社員 455-655

企業・団体
130点

学校
100点

Level
1

Level
2

Level
3

Level
4

Level
5

Level
6

Level
7

Level
8

平均スコア※4

18017016015014013012011010090807010 20 30 40 50 60 200190

企業が期待する
スコア※3

TOEIC
ライティングテスト

企業・団体
140点

学校
110点

Level
1 2

Level

9

LevelLevel
3
Level
4

Level
5

Level
6

Level
7

Level
8

新入社員
80点 ・

海外部門

海外赴任
180点

・
海外部門

海外赴任
170点

・

・
営業部門

技術部門
120点

営業部門

技術部門
100点

新入社員
90点

・
技術部門

大卒新入社員
485点

営業部門
540点

海外部門
695点

参考資料

※1　期待スコアの平均値を中心に「プラス・マイナス1」標準偏差に相当するゾーンを「期待値の幅」と仮定。
※2　2010年度団体特別受験制度（IP：Institutional Program）受験者データを四捨五入し、TOEICスコアに合わせ 5 点単位で算出したもの。

大卒新入社員以外は、日常的に英語を使用する社員のデータ。
※3　求められる各レベルに対応するスコアの中央値を四捨五入したもの。無回答・「期待しない」は除く。
※4　2010年度団体特別受験制度（IP：Institutional Program）受験者データを四捨五入し、TOEICスピーキングテスト/ライティングテストに合

わせ10点単位で算出したもの。

スコア比較参考表と企業が期待するスコア一覧

■ TOEIC スピーキングテスト

■ TOEIC ライティングテスト

TOEIC® テストから見たTOEIC® スピーキングテスト/ライティングテスト

■ TOEIC テスト（リスニング・リーディング）

《この表の見方》
TOEIC テストのスコアから、TOEIC スピーキングテスト/ ライティングテスト（以下、TOEIC SWテスト）の各スコアを予測する目安
としてお使いいただけます。例えば、「TOEIC テストで550点を取得した方の場合、TOEICスピーキングテスト予測スコアは110点
程度、TOEIC ライティングテスト予測スコアは110点程度である」と見ることができます。なお、TOEIC テストとTOEIC SWテスト
の相関表ではないため、TOEIC SW テストスコアから TOEIC スコアを予測することはできませんのでご注意ください。

TOEIC テストと TOEIC スピーキングテストと TOEIC ライティングテストの関係について「TOEIC テストと TOEIC スピーキングテスト / ライ
ティングテストのスコア比較表」を図式化したものです。詳しくは「TOEIC テストと TOEIC スピーキングテスト / ライティングテストのスコア
比較表」をご覧ください（http://www.toeic.or.jp/sw/pdf/score_comparison_list.pdf）。



TOEIC Newsletter 2011年度新入社員スコア特集12

音声学習コンテンツ
English Upgraderの3rdシリーズを配信

　「TOEIC presents English Upgrader」は、ビジネスや日常生活の場面
でよく使われるフレーズや単語が含まれた会話を聞きながら、使える英語を
学習できる Podcast 番組です。iTunes Storeの総合ランキングで１位を
獲得した1stシリーズ、2ndシリーズに続き、このほど3rdシリーズの配信
を開始しました。ある言葉の説明を英語で聞いてそれが何かを考える新コー
ナー「Guess what I am !（私は何でしょう）」など、楽しみながら英語学
習ができる内容となっています。詳しくは右記サイトをご覧ください。 http://www.toeic.or.jp/square/basic/podcast/

東京業務センター

名古屋業務センター

大阪業務センター

発行：財団法人 国際ビジネスコミュニケーション協会

公式サイト
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【資料】求人総数・民間企業就職希望者数・求人倍率の推移
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　（株）リクルート ワークス研究所の調べによると、2012年 3
月卒業予定の大学生・大学院生対象の大卒求人倍率は1.23
倍と、前年よりわずかに低下しています（前年1.28倍）。また、
全国の民間企業の求人総数は前年から3.8％のマイナスの
56.0万人でした。求人数を従業員規模別に見ると、5,000
人以上の大企業では＋7.0％（前年－7.3％）、1,000～4,999
人の企業では＋4.1％（前年－9.7％）とプラスに転じています。
一方、中小企業では前年に引き続き求人数の減少が見られ

ています。これは中小企業が大企業に比べて業績回復が遅
れているためと考えられます。
　年々厳しさを増す求人倍率ですが、2012年の求人倍率は、
就職難とされている1996年３月卒の1.08倍や2000年 3
月卒の0.99倍ほどには落ち込んではいません。しかし、新
入社員に期待する素養やスキルのレベルは高まっており、
大学をはじめ教育機関では企業ニーズに応えた人材育成が
より重要となっています。

新卒採用における求人動向
2012年卒の求人倍率は1.23倍。求人数が大企業で増加に転じる

Data

出典：第28回ワークス大卒求人倍率調査（2012年卒）
　　　株式会社リクルート ワークス研究所　http://www.works-i.com


